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調
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木
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一旦
。
平
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太

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
五
世
紀
ｉ
八
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

阪
原
阪
戸
遺
跡
は
、
奈
良
市
の
東
側
山
間
部
に
位
置
し
、
木
津
川
支
流
の
白

砂
川
中
流
域
に
位
置
す
る
。
調
査
地
は
北
向
き
の
斜
面
地
で
、
現
在
そ
の
多
く

が
水
田
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、

全
長
八
〇
ｍ
、
幅
約
六
ｉ

一
〇

ｍ
、
深
さ

一
。
Ｏ
ｉ

一
・
五
ｍ

程
を
測
る
南
北
溝
を
検
出
し
た
。

溝
の
南
端
部
に
は
、
大
小
の
角

礫
を
配
し
て
湧
水
点
が
作
ら
れ

る
。
こ
こ
か
ら
涌
き
出
た
水
は

溝
内
に
導
か
れ
、
石
組
桝

・
木

樋
な
ど
を
経
て
溝
下
方

へ
と
排

出
さ
れ
る
構
造
を
と
る
。
木
樋
出
口
以
下
、
溝
内
か
ら
は
多
量
の
遺
物
と
と
も

に
配
石

・
石
組
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
は
溝
内
の
堆
積
上
の
中
層
か
ら
出

土
し
た
。
伴
出
し
た
遺
物
に
は
須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
の
土
器
類
の
ほ
か
、
木

製
品

。
石
製
模
造
品
な
ど
が
あ
り
、
五
世
紀
前
半
ｉ
奈
良
時
代
ま
で
の
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

□
□
夫
子
之
求
之
興
其
諸
異
子
　
　
　
　
（爵
Ｘ
〕受
Ｎ
霞

上
端

・
下
端
と
も
折
損
し
て
い
る
。
中
央
部
分
は
厚
み
が
あ
る
が
、
上
部

・

下
部
と
も
四
分
の
一
ほ
ど
が
や
や
薄
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
現
状
で
は
や

や
弓
な
り
に
曲
が
っ
て
い
る
。　
木
簡
は
、
『
論
語
』
学
而
篇
の
左
の
段
の
後
半

部
を
習
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

子
禽
問
於
子
貢
日
、
夫
子
至
於
是
邦
也
、
必
聞
其
政
、
求
之
興
、
抑
興
之

興
、
子
貢
日
、
夫
子
温
良
恭
倹
譲
以
得
之
、
夫
子
之
求
之
也
、
其
諸
異
子

人
之
求
之
興
、　
　
　
　
　
　
　
　
（金
谷
治
訳
注

『論
語
』

岩
波
文
庫
）

右
に
掲
げ
た
原
文
は
、
明
経
博
士
清
原
家
の
定
本
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
唐
の

開
成
石
経
と
対
校
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「夫
子
之
求
之
也
」
は
木
簡
で
は

「夫

子
之
求
之
輿
」
と
な
っ
て
い
て
異
な
る
。
ま
た
夫
子
の
上
二
文
字
は
墨
痕
が
薄

く
釈
読
で
き
な
い
が

「得
之
」
で
は
な
い
。
上
端
部
か
ら
墨
痕
の
み
え
る
部
分

ま
で
は
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
り
、
全
く
塁
痕
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

木
簡
の
ほ
か
に
、
同
じ
層
位
か
ら
墨
書
土
器
と
須
恵
器
片
を
転
用
し
た
硯
が

(奈 良)



出
上
し
て
い
る
。　
里
豊
日は
高
杯
の
外
側
面
に
あ
り
、　
詭
呼驚
之
」
と
読
め
る
。

「俸
」
は
卑
に
通
じ
る
。

「顆
」
（果
）
は
万
葉
仮
名
に
は
な
い
が
、
数
量
の
単

位
に
用
い
る
助
数
詞
と
し
て
、
清
瓜
二
十
果
、
醤
瓜
十
四
果
の
例
が
あ
る
。
「
ヒ

チ
ン
ロ
」
「
ヒ
ツ
シ
ロ
」
と
読
め
る
が
、
「櫃
し
□
」
の
意
か
。
硯
に
は
全
面
に

わ
た
っ
て
墨
痕
が
あ
り
、
わ
ず
か
に

「志
」
「直
」
「牛
」
な
ど
の
文
字
を
読
み

と
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

阪
原
阪
戸
遺
跡
で
は
、
五
世
紀
前
半
か
ら
奈
良
時
代
に
至
る
ま
で
継
続
し
て

祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
水
源
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
三
重
県
上
野
市
の
城
ノ
越
遺

跡
な
ど
と
と
も
に
、
水
源
祭
祀
遺
構
と
し
て
稀
有
の
価
値
を
も
つ
。
そ
の
溝
中

の
堆
積
上
の
中
層
か
ら
、
飛
席
を
奈
良
時
代
の
多
量
の
上
師
器

・
須
恵
器
、
数

多
く
の
木
製
品

（斎
串
を
含
む
）
な
ど
が
出
上
し
、
右
の
木
筒

・
墨
書
土
器

・
硯

が
含
ま
れ
て
い
た
。
木
簡

・
墨
書
土
器

。
硯
の
出
土
は
、
水
源
祭
祀
遺
構
に
近

接
し
て
奈
良
時
代
に
は
官
衛
的
施
設
の
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

学
令
に
よ
れ
ば
、
大
学

。
国
学
で
学
ぶ
全
て
の
学
生
は
、
『
論
語
』
と

『
孝

経
』
を
学
ぶ
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
た
。

『
論
語
』
の
習
書
木
簡
は
、
そ
う
し
た

学
生
か
ら
出
身
し
て
官
人
と
な
っ
た
人
物
が
阪
原
阪
戸
遺
跡
の
近
傍
に
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
墨
書
土
器
や
硯
の
出
土
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

阪
原
阪
戸
遺
跡
は
、
奈
良
市
の
中
心
部
か
ら
直
接
距
離
に
し
て
約

一
Ｏ
ｈ
ほ

ど
離
れ
た
東
の
山
中
に
所
在
す
る
。
奈
良
時
代
に
は
、
平
城
遷
都
直
後
の
和
銅

四
年
二
月
に
木
津
川
沿
い
が
東
海
道
と
な

っ
た
が
、
添
上
郡
柳
生
郷
の
阪
原
阪

戸
遺
跡
の
場
所
か
ら
、
布
目
川
沿
い
を
た
ど
り
、
伊
賀
国
府
に
至
っ
て
東
海
道

に
合
流
す
る
捷
路
を
想
定
で
き
る
。
五
世
紀
前
半
以
来
、
水
源
祭
祀
が
行
な
わ

れ
て
き
た
地
に
、
官
衛
的
な
施
設
が
設
け
ら
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
だ

ろ
う
。
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